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載した。これも 11 月の第 7回シンポジウムに関連して行なった日越交流史に関する現地調査で
ある。様々な手配をしていただいたシンポジウム報告者の 3先生をはじめベトナム国家大学人文
社会科学大学ハノイ校の皆様に感謝の意を捧げたい。
　そのうえ、この第 7回シンポジウムに参加いただき、討論においてベトナムでの考古学発掘を
踏まえての貴重な発言をしてくださった人間文化研究機構の菊池百里子氏にも本号にご寄稿いた
だいた。心よりお礼申し上げたい。
　東ユーラシアという地域概念を導入しての歴史叙述という本プロジェクトの研究は、残すとこ
ろあと 1年となった。ここでは、4年間の研究状況を、課題の設定、研究方法・視点の提出、そ
の具体化といった点から簡単に振り返ってみた。まだ途上とはいえ、さまざまな観点から研究拠
点としての成果を挙げてきたと自負している。今後この方法・視点とその具体化をさらに進展さ
せ、研究拠点を確立していきたいと研究員一同決意している。今後とも忌憚のないご批判、ご意
見をお寄せいただければ幸甚である。
